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５．輝く未来へ活力あるまちづくり５．輝く未来へ活力あるまちづくり

　町の将来を創造していくのは、住民自身であり「まちづくりは、ひとづくり」といわ
れるように、人材育成はまちづくりの要でもあります。
　本町では、農協や商工会の青年部・女性部が組織され、それぞれ活発な活動が行われ
見識を広げてきています。これらの活動により各個人の資質向上が図られてきました。
　また、全国でまちおこし活動等が活発になる中、本町では「まちづくり協働隊」や「愛
郷会」がふるさとの学習や各種行事への運営協力・交流事業などを行ってきています。
　本町では、平成元年に人材育成基金を創設し、まちづくりに関する研修派遣事業やま
ちづくりに関する補助金の支出など積極的に支援してきました。今後においては、これ
らの人材が業種を超えて積極的にまちづくりに参画できるような体制づくりを進める一
方、地域内外から新たな人材の受入や育成を進め、住民主体による地域づくりを支援し
ていくことが必要です。
　また、各分野での女性の活躍がめざましい今日、本町においても教育、文化、ボラン
ティア活動など数多くの分野で女性が重要な役割を果たしてきています。
　女性がまちづくり活動へ参加しやすい体制を作り、まちづくりに関する女性の参加を
積極的に進めるとともに人材の育成を図っていくことが必要です。

現状と課題

（1）地域を支える人材の育成

◇各分野でのまちづくりを進める人材を育成します。
◇まちづくり団体の育成と活性化を図ります。
◇多くの住民がまちづくりに参画できる体制を整備します。
◇業種を超えて活躍できるリーダーの育成を図ります。
◇女性のまちづくり活動への参加を促進します。
◇地域外からまちづくりに関わる人材の受入体制を整備します。

◇まちづくりに関する講演会や研修会を通じて、住民のまちづくりへの参加をは
たらきかけます。
◇人材育成基金を有効活用し、まちづくり活動を支援します。
◇異業種間の交流会や勉強会等を支援します。
◇女性が積極的に活動するまちづくり団体の育成・支援を図ります。
◇地域おこし協力隊等の地域外からの人材の受入や活動支援体制を整備します。

主 要 な 施 策
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　今日、健康的でゆとりある生活、やすらぎ、自然を求める都市住民のグリーン・ツー
リズムに対するニーズが高まり、滞在・体験・交流に関する深い関心が寄せられていま
す。都市と農村の交流は、お互いの魅力を享受できるような関係を構築し、「人・もの・
情報」が循環する状況を創出することは、地域の活性化と移住定住に結びつきます。
　このようなことから本町でも北海道暮らしフェアによる交流体験農園なつみの里等の
ＰＲや、ふるさと納税制度の仕組みの導入、秩父別産新米普及マラソン大会など都市へ
のＰＲや交流事業を積極的に行ってきました。
　今後は、都市住民のニーズに応えうる特色あるＰＲ等のソフト事業を展開し、農産物
の消費拡大や地域イメージアップを図り、交流型農村の構築と都市住民の定住を促進す
ることが必要です。

現状と課題

（2）広域的交流の推進

①都市交流型農村の構築

◇交流を通して、都市住民との新たなパイプづくりを進めます。
◇都市・農村の住民にとって魅力あるＰＲ事業等のソフト事業
を展開します。
◇都市住民の移住定住の促進に努めます。

◇都市交流を進める組織づくりを進めます。
◇効果的なＰＲ事業等のソフト事業の展開を図ります。
◇交流を通じて町のイメージアップを図ります。
◇関係機関・団体と連携を図り、滞在型交流を推進します。
◇都市住民の継続的な受け入れ体制を整えます。
◇ふるさと納税制度等を生かした地域の活性化を推進します。
◇移住定住につながる事業を推進します。

主 要 な 施 策
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　昭和54年に香川県綾南町（平成18年に合併し綾川町）と姉妹町提携を結び、毎年、児
童・生徒の交流を行っており、各種団体等においても相互交流を深めています。
　国際交流については、外国語指導助手を本町に招致することで、小学生や中学生に生
きた英語や国際感覚を与えることに大きな役割を果たしてきました。更には青年の海外
派遣事業や農業研修など様々な形で国際感覚豊かな人材の育成を図っています。
　今後、地域外から新しい情報を吸収することは、地域を活性化する上で大きな効果を
もたらすことから、住民各層で様々な地域間交流を進め、広い視野を持つ人材を育成す
るとともに、今までの派遣等を行ってきた人材の活用を図りながら新たな視点での交流
事業を進めることが必要です。

現状と課題

②地域間交流・国際交流

◇地域の特性を活かした広域的な地域間交流を促進します。
◇豊かな国際感覚を持った人材を育成するために国際交流を促
進します。

◇観光・イベント開催による交流人口の拡大に努めます。
◇文化、スポーツをはじめ様々な分野での交流活動を行います。

主 要 な 施 策
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　本町には、12の町内会があり、行政情報の伝達、町内行事への参加など多岐にわたる
活動を展開しています。
　コミュニティ組織は行政を含めたあらゆる組織と住民との接点を持つ窓口であり、総
合的なまちづくりの基本とも言えます。
　このようなことから、地域住民のコミュニティ活動が活発に展開できるよう組織の充
実や施設の整備等を行うとともに自主的な活動を支援していくことが必要です。

現状と課題

③コミュニティ活動の推進

◇コミュニティ活動をさらに活性化させ、地域住民の参加を促
します。
◇町内会単位（区域）の再編整備を促進します。

◇住民のコミュニティ活動を促進するための施設を充実させます。
◇住民の自主性・自発性を尊重し、コミュニティ活動への支援を継続して行います。
◇町内会の自主性・自発性を尊重し、再編整備を助長します。

主 要 な 施 策
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　現代社会は加速度的に変容しており、それに伴い行政ニーズも増大し、多様化・複雑
化の傾向を更に強めています。地方公共団体は、行政と住民が直に接する場でもあるこ
とから、多様化するニーズに対して常に的確な対応が求められています。
　複数の分野にまたがる課題が増大しており、それに対応するためには弾力的で機能的
な機構づくりを進めることが必要です。また、国や道からの権限委譲等による事務量の
増加が見込まれることから、事務分掌の見直しや職員の適正配置を検討するとともに、
複雑化する事務に対応するため電算機器を導入するなど効率的な事務処理を進めます。
　行政事務が複雑化していく中で、職員の職務能力の向上は重要な課題となっています。
これまでも多くの研修制度を活用して、職員の資質向上に努めていますが、今後も研修
内容の精査等を行い効果的な研修派遣を行うことが必要です。
　効率的な事務処理を進めるため、ICTの有効利用が重要です。現在、住民情報や税情
報等を扱う総合行政システムのクラウド化が完了しており、今後は社会保障・税番号制
度の適切な運用、総合行政ネットワークの整備充実が課題となっています。
　現下の地方行財政を取り巻く環境は大変厳しいものがあり、このような状況を踏まえ、
簡素で効率のよい行政システムの確立が必要となっています。

現状と課題

（3）効果的・効率的な行財政の運営

①行政

◇町の現状を踏まえ、機能性・効率性に富んだ行政機構等の確
立を図ります。
◇地方分権社会に対応できる職員の資質向上に努めます。
◇住民参加と協働体制の強化を図ります。
◇行政情報の公開と共有の推進を図ります。

◇地方分権社会や多様化する住民ニーズに対応するため、行政機構や事務分掌の
在り方を検討します。
◇効率的な事務処理を進めるため、電算機器等の導入を検討します。
◇職員の政策能力の向上を目指し、効果的な職員研修を実施します。
◇住民と行政がまちづくりの情報を共有し、協働して地域の政策課題に取り組め
るよう努めます。
◇社会保障・税番号制度の適切な運用、総合行政ネットワークの整備充実を図り、
電子自治体に向けた取り組みを進めます。

主 要 な 施 策
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　国の経済状況は、積極的な経済政策のもと四半世紀ぶりの良好な状態にあるものの、
財政状況は、未だに基礎的財政収支が赤字であり、債務残高もGDPの２倍程度に膨ら
んでおり、極めて厳しい状況にあります｡
　本町の財政状況は、これまでの行財政改革の積極的な推進の結果、町債残高は年々減
少している一方で、基金残高は増加しているなど、比較的良好な状況を保っています。
　しかしながら、本町の主要財源である地方交付税は、国の財政の悪化や人口の減少に
より一層の減少が見込まれ、税収は、徴収率は道内でも上位に位置する高い水準にある
ものの、少子高齢化の進行や人口減少により年々落ち込んでいく見込みです｡
　このことから、事業の効率化や重点化を進めるとともに徹底した経常経費の削減に努
めるなど、引き続き行財政改革を進めて収支バランスを維持し、中長期的視点に立って
持続可能で安定的な財政運営を堅持することが必要です。

現状と課題

②財政・行財政改革

◇自主財源の確保に努めるとともに、財政運営の健全化を図り
ます。
◇事務事業を検証し、計画的な財政運用を図ります。
◇行財政改革を進め、持続可能な財政基盤の確立を図ります。

◇課税客体を把握し、適正な課税・徴収に努めます。
◇住民のコンセンサス（合意）を得ながら、住民負担の見直しを図ります。
◇健全な財政運営のため経常経費の節減に努めます。
◇事務事業の合理化を進め、財政の安定化と効率的な財源配分に努めます。

主 要 な 施 策

５．輝く未来へ活力あるまちづくり５．輝く未来へ活力あるまちづくり
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　北空知管内においては、行政運営の効率化を図るため、消防・衛生・水道・学校給食
等の行政事務や施設整備を一部事務組合等の設置により実施しています。また、北空知
の総合的な地域づくりを進めるため、管内１市４町で北空知圏振興協議会を組織し、広
域的な課題に取り組んできました。
　北空知圏は比較的狭い圏域に市町が分布していることと、ほぼ同様の産業基盤を有し
ていることから、広域的な事業を行うメリットが大きく、効率性に優れ効果が得られや
すいという特性をもっています。
　また、昨今の地方交付税の削減など、地方財政の悪化は自主自立に向け大きな障害と
なっています。このことから、自主自立に向け将来的には広域連携を幅広くかつ強力的
に推進していくことが必要です。

現状と課題

③広域行政

◇一部事務組合等による広域行政を積極的に展開し、効率化を
図ります。
◇当広域圏が有する特性を充分活かし、各種分野で協調を図り、
北空知圏域の魅力ある地域づくりを目指します。

◇広域連合の導入・一部事務組合の統合など複合事務組合の設置を検討します。
◇公共施設の共同利用等の実施や検討を行います。
◇北空知圏振興協議会を軸にした、効果的な各種振興施策を実施します。

主 要 な 施 策



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [100 100]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


